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Messageforcitizen市長コラム 温 故 創 新

「
が
ん
ば
ろ
う
・
日
本
」

　
　
　
　
　

～
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う

市
長　

横
尾
俊
彦

　

３
月　

日
午
後
２
時　

分
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖

１１

４６

で
と
て
つ
も
な
い
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド　

。
国
内
最
大
の
地
震
。
激
震
の
直
後
に
は
大
津
波

９．０

が
発
生
。
人
々
が
逃
れ
る
間
も
な
く
、　

ｍ
超
の
津
波

１５

に
呑
み
込
ま
れ
た
町
も
あ
る
。
死
者
行
方
不
明
者
は
２
万

人
超
。
家
屋
や
地
域
の
破
壊
も
多
発
。
被
災
は
岩
手
・
宮

城
・
福
島
県
な
ど
数
百
キ
ロ
の
広
域
に
わ
た
る
。

　

す
ぐ
に
被
災
地
応
援
、
被
災
者
支
援
が
各
地
に
広
が
っ

た
。
多
久
市
も
義
援
金
受
付
を　

日
に
始
め
、
そ
の
後

１４

も
続
々
集
ま
っ
て
い
る
。
毛
布
な
ど
の
支
援
物
資
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
被
災
者
が
一
時
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
佐

賀
県
と
県
内
市
町
の
協
力
で
３
万
人
受
入
れ
を
め
ざ
す
。

全
国
で
同
様
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
で
も
物
資

が
必
ず
し
も
き
ち
ん
と
届
か
ず
課
題
も
発
生
し
て
い
る
。

　

震
災
は
福
島
原
発
に
も
及
ん
だ
。
４
機
の
原
子
炉
状
態

が
急
速
に
悪
化
。
温
度
上
昇
、
水
素
爆
発
も
発
生
。
炉
心

溶
解
や
放
射
能
放
散
の
危
機
が
生
じ
、
自
衛
隊
が
緊
急
出

動
し
た
。　

日
は
夜
を
徹
し
て
東
京
消
防
庁
の
特
別
部
隊

１９

が
原
子
炉
冷
却
給
水
に
奮
闘
し
た
。
出
動
命
令
を
家
族
に

知
ら
せ
た
メ
ー
ル
に
は
、
妻
か
ら
「
日
本
の
救
世
主
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
１
行
の
メ
ー
ル
。
そ
の
気
高
い
勇
気
と

愛
情
が
胸
を
打
つ
。
作
業
は
功
を
奏
し
、
ま
さ
に
消
防
魂

が
危
機
を
救
っ
た
。
ま
だ
施
設
現
場
に
は
、
危
惧
さ
れ
う

る
放
射
能
環
境
の
中
で
全
力
を
尽
く
し
続
け
る
人
々
が
お

ら
れ
る
。
無
事
と
奮
闘
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

　

国
家
と
し
て
の
迅
速
果
断
な
対
処
が
必
須
だ
。
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
、
前
例
や
法
規
制
も
超
越
し
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
と
日
本
人

の
実
力
そ
の
も
の
が
試
さ
れ
て
い
る
。　　
 
（
３
月　

日
）

２０

　

釈
菜
は
、
儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
と
そ
の
高
弟
（
顔

子
・
曽
子
・
子
思
子
・
孟
子
）
を
祀
る
多
久
聖
廟
で
、

毎
年
春
（
４
月　

日
）
と
秋
（　

月
第
４
日
曜
日
）
に

１８

１０

拝
礼
と
供
物
な
ど
を
行
う
式
典
で
す
。

　

式
典
の
後
に
は
、
聖
廟
境
内
で
地
元
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
「
釈
菜
の
舞
」
や
「
腰
鼓
」
な
ど
の
舞
い
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
釈
菜
当
日
に
限
り
、　

時
か
ら　

時
ま
で
廟

１２

１６

内
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
市
内
外
の
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
の
催
し

焔
釈　

菜　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

焔
参
列
生
徒
の
唱
歌　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１１

３０

１１

３５

焔
孔
子
の
里　

腰
鼓　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１１

３５

１１

４５

焔
釈
菜
の
舞　
　
　
　
　
　
　
　

時　

分
～　

時

１１

４５

１２

焔
揚
琴
の
調
べ　
　
　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

１２

１２

１５

■
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人　

孔
子
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

−

５
１
１
２

７５

４
月　

日
月
は
多
久
聖
廟
春
季 
釈  
菜 
へ

せ
き 
さ
い

１８　３月１１日におきた 東北地方太平洋沖地震では、東北地方
を中心に広い範囲で甚大な被害が発生しました。
　多久市では被災地の救援のため義援金や支援物資を受け
付けています。市民のみなさまのご支援をお願いします。
仕義援金について
　日本赤十字社佐賀県支部を通じて被災者の支援に充てら
れます。義援金の募金箱を、市役所１階の受付カウンター
横、多久市社会福祉会館および各町公民館に設置しています。
　　※領収書をご希望の方は、総合政策課で発行しますので、
　　　お手数ですが市役所までご持参ください。

仕支援物資について
　支援が必要な物資は、被災地の状況により変わりますの
で、嘱託員への文書または防災行政無線等により随時お知
らせします。

■支援窓口　総合政策課　☎７５−２１１６

被災地の救済等をかたる、悪質な詐欺にご注意くださ被災地の救済等をかたる、悪質な詐欺にご注意くださいい

東北地方太平洋沖地震被災地へ
みなさまのご支援をお願いします

口座振込みによる義援金の送金もできます
次の口座にお振り込みください

　　口座番号　：　佐賀銀行　呉服町支店
　　　　　　　　　（普）５０３３０５６
　　口座名義　：　日本赤十字社佐賀県支部　
　　※通信欄には必ず「東北関東大震災義援金」と
　　　明記してください。


